






















の僧坊窟（ヴィハーラ窟）が組み合わされて石窟群を形成する。2 つから 3 つの石窟


















































































ー、アジャンターの 3 つの石窟群である。 
	 ベドゥサーは、西暦 1 世紀頃に開窟されたと考えられている石窟群で、貯水槽など

















であるが、石窟自体の評価は高くない（図 8）。主に碑文の様式から紀元前 2 世紀から
4 世紀の間に開窟されたと考えられているが、研究者の間でも開窟時期が定まってい




	 この石窟群は大きく 3 つのグループに分かれている。便宜上、下から順に番号がつ
けられているが、第 1 窟から 14 窟がほぼ同じ高さに、少し階段を上がって第 15 窟、
さらに階段を上がって第 16 窟から第 19 窟で構成されている。実はこれ以外にも 3 つ
石窟が存在するが、急な斜面を登らなくてはならず、器材の運搬が困難であったため
今回の調査では実測していない。これらの石窟には、ストゥーパをまつるチャイティ






互の関係を見る観点からは非常に興味深い。特に第 1 窟から第 9 窟にかけては、大小
の石窟がいくらかの高低差を持って密接に集合している（図 10）。 
	 アジャンター石窟群は、石窟群の中央に位置する前期石窟（第 9、10、12、13 窟）
と、その両側に開窟された後期石窟で構成されている。前期石窟は紀元前後、後期石









	 特に注目に値すると考えているのは、第 21 窟と 23 窟の配置（図 13、14）と、第




度にも表れている。図 14 に示すように、21 窟の前室付正面廊左僧坊はほぼ完成して
いるが、23 窟の前室付正面廊右僧坊は前室の完成度に比べて僧坊は掘り始めたところ




























































































































































図 17	 アジャンター24 窟から 26 窟断面実測データ 
 
 
